
諫
早
市
要
請

〜
地
元
業
者
の
育
成
・
支
援
と

活
力
の
も
て
る
賃
金
を
〜

八
月
二
十
二
日
㈬
十
一
時
か

ら
、
諫
早
市
役
所
市
長
応
接
室

に
て
、
諫
早
市
長
に
対
し
要
請

し
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
宮
本
市
長
他
六

名
、
組
合
・
協
会
か
ら
は
舩
津

委
員
長
、
北
村
会
長
他
十
二
名

が
出
席
。

始
め
に
北
村
会
長
か
ら
宮
本

市
長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
、
要

請
書
の
趣
旨
を
説
明
。
宮
本
市

長
は
あ
い
さ
つ
で
「
要
望
事
項

に
つ
い
て
は
、
十
分
理
解
し
て

お
り
、
で
き
る
限
り
分
離
分
割

発
注
に
努
め
、
市
内
の
業
者
へ

の
優
先
発
注
を
心
掛
け
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

も
県
の
制
度
と
は
別
に
住
宅
性

能
向
上
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
を

市
単
独
で
実
施
し
て
お
り
、
建

設
業
が
活
力
を
持
っ
て
い
け
る

よ
う
な
事
業
が
必
要
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
と
も
協
力
を
得
な

が
ら
勧
め
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
要
請
内
容
に
対
し
て

は
担
当
課
長
か
ら
回
答
が
あ
り
、

①
工
事
発
注
に
関
す
る
要
望
に

つ
い
て
は
「
市
内
業
者
の
育
成
、

支
援
及
び
市
内
の
経
済
活
性
化

の
た
め
、
地
元
業
者
を
優
先
的

に
選
定
し
指
名
し
て
い
る
。
ま

た
専
門
業
種
に
つ
い
て
の
分
離

分
割
発
注
及
び
年
間
を
通
し
て

の
平
準
化
発
注
に
も
努
め
て
い

る
」

②
労
務
単
価
に
見
合
う
賃
金
の

支
払
い
に
関
し
て
は
、「
労
働

者
の
賃
金
に
つ
い
て
は
雇
用
主

が
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

市
と
し
て
は
、
契
約
締
結
時
に

元
請
業
者
に
対
し
て
、
適
正
な

支
払
賃
金
と
す
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
」

③
設
計
労
務
単
価
に
つ
い
て
は
、

「
県
内
の
各
自
治
体
と
同
じ
よ

う
に
県
の
基
本
単
価
を
用
い
て

積
算
し
て
お
り
適
正
単
価
、
適

正
価
格
で
発
注
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
」

④
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
対

し
て
は
、「
住
宅
性
能
向
上
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
は
今
年
度
八

月
ま
で
の
実
績
は
六
十
九
件
、

三
世
代
同
居
近
居
促
進
事
業
は

三
十
九
件
と
な
っ
て
お
り
、
何

れ
も
市
民
の
需
要
が
高
い
事
業

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
」
と

回
答
。

そ
の
後
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

の
補
助
対
象
の
拡
大
や
施
工
計

画
書
や
施
工
体
系
図
に
つ
い
て

の
要
望
を
行
い
、
最
後
に
舩
津

委
員
長
が
公
共
工
事
で
の
週
休

二
日
制
に
つ
い
て
質
問
と
要
望

を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。

県
央
振
興
局
要
請

〜
技
能
者
・
入
職
者
確
保
に
は

適
切
な
賃
金
と
処
遇
改
善
を
〜

八
月
二
十
二
日
㈬
午
前
十
時

か
ら
、
県
央
振
興
局
長
に
対
し

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
央
振
興
局
か
ら
嶋
田
局
長

他
六
名
、
組
合
・
協
会
か
ら
舩

津
委
員
長
、
北
村
会
長
他
二
十

二
名
が
出
席
。

始
め
に
局
長
室
に
お
い
て
、

北
村
会
長
か
ら
嶋
田
局
長
へ
要

請
書
を
手
渡
し
た
の
ち
、
場
所

を
会
議
室
に
移
し
、
建
設
部
長

か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
「
県

政
全
般
に
渡
る
も
の
で
地
方
機

関
で
は
具
体
的
に
回
答
で
き
る

も
の
は
少
な
い
と
思
う
が
、
今

年
度
管
内
で
は
五
〜
六
千
万
円

の
予
算
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。

要
望
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
対

応
で
き
る
も
の
は
対
応
し
て
い

き
た
い
」。

ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

つ
い
て
は
「
地
方
機
関
で
は
な

か
な
か
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
大
村
市
で
今
年
度
新
た

に
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
少
し

ず
つ
市
町
に
浸
透
し
て
い
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
る
」
ま
た
、

「
現
場
の
技
能
者
の
確
保
が
厳

し
い
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た

意
見
交
換
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
」
と
回

答
。
こ
れ
に
対
し
、
舩

津
委
員
長
は
、「
技
能

に
見
合
っ
た
賃
金
を
確

保
し
な
い
と
若
い
人
は

魅
力
を
感
じ
な
い
。
国

が
進
め
て
い
る
週
休
二

日
制
も
あ
る
程
度
賃
金

ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
る

の
で
、
現
場
で
働
く
人
達
に
適

正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う

指
導
を
お
願
い
し
た
い
」
と
要

望
。そ

の
他
、
三
世
代
同
居
近
居

促
進
事
業
の
補
助
対
象
の
拡
大

や
入
札
制
度
に
つ
い
て
要
望
し
、

終
了
し
ま
し
た
。

■
年
間
目
標
四
〇
〇
名
■

建
設
長
崎
第
七
十
三
回
定
期
大
会
で
、

平
成
三
十
年
度
の
組
織
拡
大
年
間
目
標
を
四
〇
〇
名
と
し
て
取
り

組
む
事
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
三
年
連
続
で
純
増
■

昨
年
度
は
加
入
者
数
が
四
二
三
名
と
年

間
目
標
の
四
〇
〇
名
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に

年
間
三
十
五
名
の
増
加
と
な
り
、
三
年
連
続
で
組
織
純
増
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
入
年
齢
で
見
て
み
る
と
十
代
か
ら
三
十
代
の
青
年
層
加
入
者
が

半
数
を
超
え
、
四
十
代
ま
で
含
め
る
と
約
八
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
目
的
で
は
「
長
建
国
保
」
と
「
労
災
保
険
」
が
全
体
の
八
割

に
上
っ
て
い
ま
す
。

■
前
期
拡
大
目
標
設
定
■

年
間
拡
大
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

前
期
拡
大
期
間
を
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
六
カ
月
間
と
し
、
組

合
全
体
の
前
期
目
標
を
二
〇
〇
名
と
し
て
取
り
組
む
事
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支
部
の
前
期
目
標
も
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

各支部前期拡大目標（名）
目標

14

16

18

13

10

7

2

200

支部名

島 原

佐世保中央

佐世保東

佐世保北

北 松

平 戸

五 島

合 計

目標

11

8

10

13

19

8

17

22

12

支部名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
組
織
を

大
き
く
し
よ
う
！

「
数
は
力
」
仲
間
の
数
を
増
や
し
て
影
響
力
を
高
め
要
求
実
現

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
仲
間
の
皆
さ
ん
の
協
力
（
紹
介
）
が
必
要
で
す
！

組
合
員
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
日
常
の
つ
な
が
り
を
拡
大
に

活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

組
合
が
大
き
く
な
れ
ば
、
魅
力
・
メ
リ
ッ
ト
も

充
実
・
発
展
！

長
建
国
保
や
共
済
な
ど
組
合
の
事
業
は
、
数
が
増
え
れ
ば
充

実
・
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

未
加
入
仲
間
の
紹
介
で
拡
大
目
標
の
達
成
を
！
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建設長崎大運動会
開催のお知らせ

と き 平成30年10月21日㈰
午前10時開会

ところ 琴海中部運動公園

魅魅
力力
ああ
るる
建建
設設
産産
業業
のの
たた
めめ
にに

中中
小小
建建
設設
業業
者者
へへ
のの
工工
事事
発発
注注
とと
処処
遇遇
改改
善善
をを
強強
くく
要要
望望
！！

年 間
拡大目標
400 名

平
成
三
十
年
度

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

▲県央振興局会議室 全体28名

9

▲諫早市役所 市長応接室 全体18名

▲嶋田局長へ要望書を手渡す
舩津委員長と北村協会長

毎月1回15日発行 2018年（平成30年）9月15日発行建 設 長 崎第639号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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開
催
日

八
月
二
十
三
日
㈭

参
加
者

四
十
四
名

支
部
長

本
多

常
秋

副
支
部
長

馬
渡

鉄
洋

〃

山
口

龍
志

〃

西
村

忠
光

〃

福
田

修

書
記
長

古
井

宏
樹

開
催
日

九
月
四
日
㈫

参
加
者

三
十
五
名

支
部
長

北
村

五
男

副
支
部
長

平
山

正
則

〃

鳥
田

時
治

〃

古
里

一
紀

〃

宮
副

辰
則

書
記
長

古
井

宏
樹

開
催
日

九
月
三
日
㈪

参
加
者

四
十
五
名

支
部
長

小
宮

清
治

副
支
部
長

山
下

洋
二

〃

小
泉

雄
義

〃

中
島

善
明

〃

山
﨑

昌
晴

〃

一
ノ
瀬

崇

書
記
長

江
頭

孝
一

開
催
日

九
月
五
日
㈬

参
加
者

四
十
四
名

支
部
長

里

澄
宏

副
支
部
長

山
村

篤
司

〃

尾
上

正
範

〃

本
村
美
喜
男

〃

本
田

勇

担

当

德
永

輝
斗

開
催
日

八
月
三
十
一
日
㈮

参
加
者

七
十
三
名

支
部
長

佐
藤

昭
彦

副
支
部
長

村
岡

広
明

〃

平
出

壽
夫

〃

木
下

広
次

〃

山
崎

司

〃

山
形

信

〃

下
川

孝
貴

書
記
長

松
園

俊
輔

開
催
日

八
月
二
十
七
日
㈪

参
加
者

四
十
四
名

支
部
長

田
崎

順
一

副
支
部
長

野
口

耕
平

〃

森

政
一

〃

松
田

隆
人

書
記
長

若
杉

孝
雄

開
催
日

九
月
十
一
日
㈫

参
加
者

七
十
四
名

支
部
長

岩
崎
喜
三
郎

副
支
部
長

井
手

保

山
中

茂

中
尾

豊

尾
崎

光
生

書
記
長

森

一
公

開
催
日

八
月
二
十
日
㈪

参
加
者

六
十
名

支
部
長

小
林

健
治

副
支
部
長

福
田

栄
治

〃

柚
元

美
則

〃

松
尾

正
明

〃

松
山

新
二

書
記
長

小
野

猛
範

開
催
日

八
月
二
十
九
日
㈬

参
加
者

六
十
四
名

支
部
長

木
下

忠
明

副
支
部
長

中
村

太
司

〃

後
田

博
幸

〃

林

崇

〃

山
崎

貞
博

〃

藤
原

保
弘

書
記
長

大
賀

修
司

開
催
日

九
月
十
三
日
㈭

参
加
者

三
十
九
名

支
部
長

山
田

哲
夫

副
支
部
長

本
田

岩
勝

城

祐
輔

川
田

照
重

松
田

年
市

木
之
田
亮
二

小
嶺

栄
助

書
記
長

牛
島

貴
裕

開
催
日

八
月
三
十
日
㈭

参
加
者

六
十
一
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男

副
支
部
長

長
島

則
行

〃

小
谷

守

〃

迎

稔

〃

坂
口

龍
夫

〃

大
庭

真
八

担
当

祝

富
広

開
催
日

九
月
十
二
日
㈬

参
加
者

六
十
一
名

支
部
長

岡
田

眞

副
支
部
長

原
田

仁
志

大
石

義
孝

大
浦

広
己

担

当

西
田

光
孝

開
催
日

八
月
二
十
四
日
㈮

参
加
者

六
十
六
名

支
部
長

中
尾

政
男

副
支
部
長

一
瀬

純
男

〃

川
田

洋
一

〃

津
上

章
司

〃

金
水

誠

〃

松
野

隆
志

担
当

山
本
祐
一
郎

開
催
日

九
月
十
四
日
㈮

参
加
者

七
十
一
名

支
部
長

宮
野

喜
吉

副
支
部
長

本
田

英
樹

大
島

𠮷
博

川
原

清
俊

大
水

幸
生

書
記
長

井
関

一
幸

開
催
日

八
月
二
十
八
日
㈫

参
加
者

五
十
八
名

支
部
長

須
藤

輝
久

副
支
部
長

近
藤

力
也

〃

坂
中

善
男

〃

萩
原

正
清

〃

田
中

祐
二

担

当

西
田

光
孝

佐
世
保
北
支
部

浦
上
西
支
部

大
浦
支
部

西
彼
支
部

島
原
支
部

北
松
支
部

浦
上
東
支
部

大
村
支
部

佐
世
保
東
支
部

平
戸
支
部

市
南
支
部

東
長
崎
支
部

諫
早
支
部

佐
世
保
中
央
支
部

中
央
支
部

各
支
部
大
会
開
催

延
べ
八
三
九
名
参
加
！

建
設
長
崎
第
七
十
三
回
定
期
大
会
を
受
け
、
八
月
二
十

日
開
催
の
佐
世
保
北
支
部
大
会
を
皮
切
り
に
、
各
支
部
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
の
経
過
・
決
算
報
告
、
三
十
年
度
の

方
針
・
予
算
の
提
案
、
新
役
員
の
決
定
が
行
わ
れ
、
新
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第639号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）9月15日発行



反
戦
・
世
界
恒
久
平
和

核
兵
器
廃
絶
の
実
現
を
願
い

被
爆
七
十
三
周
年

原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

慰慰
霊霊
碑碑
建建
立立
三三
十十
年年
のの
節節
目目
をを
迎迎
ええ
るる

全全
国国
よよ
りり
約約
十十
万万
羽羽
のの
折折
鶴鶴
献献
納納

建
設
長
崎
は
被
爆
七
十
三
周

年
建
設
労
働
者
・
職
人
原
爆
殉

難
者
慰
霊
祭
を
八
月
八
日
、
長

崎
市
原
爆
公
園
内
の
「
不
戦
平

和
の
塔
」
前
で
開
催
。
全
建
総

連
を
は
じ
め
十
県
連
組
合
か
ら

九
十
七
人
が
参
列
し
、
核
の
な

い
平
和
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
祈
り
ま
し
た
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前
十

一
時
〇
二
分
に
、
参
列
者
全
員

で
原
爆
犠
牲
者
に
対
し
て
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
全
建
総
連
の
勝

野
書
記
長
、
広
島
建
労
の
岩
田

執
行
委
員
長
、
建
設
長
崎
の
北

村
執
行
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
献

花
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
長
崎
県
下
十
五
支

部
と
全
国
各
地
よ
り
集
め
ら
れ

た
名
水
の
献
水
。
二
十
八
県
連

組
合
よ
り
平
和
へ
の
祈
り
を
込

め
て
折
ら
れ
た
折
鶴
九
九
、
七

四
四
羽
の
献
納
が
各
県
連
の
代

表
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
の
言
葉
で
は
、
全
建
総

連
の
勝
野
書
記
長
は
「
私
た
ち

の
建
設
業
は
平
和
産
業
で
あ
り
、

全
建
総
連
の
旗
の
も
と
結
集
す

る
六
十
二
万
人
の
仲
間
は
、
全

て
の
人
類
が
平
和
で
、
戦
争
や

核
の
脅
威
に
怯
え
ず
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
未
来
を
築
く
た

め
、
平
和
憲
法
を
守
る
運
動
を

進
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
建

設
長
崎
の
舩
津
執
行
委
員
長
は

「
今
年
、
全
建
総
連
の
仲
間
に

よ
り
長
崎
と
広
島
に
慰
霊
碑
が

建
立
さ
れ
て
三
十
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
世
界
中
に
存
在
す

る
核
兵
器
や
原
発
が
有
す
る
破

壊
力
や
放
射
能
は
、
生
命
を
将

来
に
わ
た
っ
て
脅
か
す
存
在
で

す
。
私
達
は
、
人
類
と
核
は
共

存
で
き
な
い
と
い
う
一
貫
し
た

立
場
で
、
被
爆
の
実
相
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
平
和
主
義

を
守
る
た
め
核
兵
器
廃
絶
・
世

界
恒
久
平
和
の
実
現
を
訴
え
続

け
て
参
り
ま
す
」
と
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
列
者
一
人
一
人

が
白
菊
の
献
花
を
行
い
、
原
爆

犠
牲
者
の
御
霊
の
ご
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。

浦
上
川
万
灯
流
し

流
れ
る
灯
り
、
平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め
て

〜
二
年
ぶ
り
の
開
催

万
灯
約
一
、
〇
五
〇
個
〜

長
崎
原
爆
の
日
の
八
月
九
日
、

長
崎
市
内
の
組
合
員
・
主
婦
会

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
長
崎

市
松
山
町
の
浦
上
川
に
灯
籠
を

浮
か
べ
て
原
爆
犠
牲
者
を
悼
む

「
万
灯
流
し
」
を
実
施
し
ま
し

た
。午

後
五
時
か
ら
道
板
と
桟
木

で
井
形
を
作
り
、
午
後
七
時
頃

に
な
る
と
爆
心
地
公
園
で
集
会

を
終
え
た
地
元
の
子
供
達
が
平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ
ス

ト
が
描
か
れ
た
万
灯
を
手
に

続
々
と
訪
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
組
合
員
さ
ん
達
が
井
形

に
据
え
付
け
、
ろ
う
そ
く
に
灯

り
を
と
も
し
川
に
浮
か
べ
て
い

き
ま
す
。

日
が
落
ち
て
暗
く
な
っ
た
頃
、

万
灯
を
乗
せ
一
列
に
繋
が
れ
た

井
形
は
、
ゆ
っ
く
り
浦
上
川
を

下
っ
て
い
き
ま
し
た
。
淡
く
光

る
灯
籠
の
灯
り
に
、
殉
難
者
へ

の
追
悼
の
想
い
と
、
平
和
へ
の

祈
り
を
込
め
て
、
流
れ
て
い
く

灯
籠
の
光
を
見
送
り
ま
し
た
。

平
和
へ
の
願
い
を
世
界
へ

「
原
爆
犠
牲
建
設
労
働
者
・

職
人
の
碑
第
三
十
一
回
慰
霊

祭
」
が
八
月
五
日
に
広
島
平
和

記
念
公
園
の
慰
霊
碑
前
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
一
七

四
名
の
多
く
の
仲
間
が
集
ま
り
、

慰
霊
碑
に
折
鶴
や
名
水
を
献
納
、

献
水
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
長
崎

か
ら
は
、
舩
津
委
員
長
、
北
村

顧
問
、
主
婦
会
か
ら
浦
上
東
支

部
の
森
さ
ん
、
川
口
さ
ん
の
二

名
が
参
列
し
原
爆
犠
牲
者
の
御

霊
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、全
建
総
連「
職

人
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、

碑
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
の
リ
ー
ダ
ー

新
谷
美
樹
子
さ
ん
よ
り
三
十
年

の
平
和
活
動
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
核
兵

器
の
廃
絶
と
平
和
憲
法
の
理
念

を
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る

日
本
か
ら
世
界
へ
広
め
て
い
こ

う
と
訴
え
、
閉
会
し
ま
し
た
。

建
設
長
崎
「
不
戦
平
和
の
塔
」
碑
文

原
爆
殉
難
者
慰
霊
塔
の

建
立
に
あ
た
っ
て

昭
和
二
十
年
八
月
九
日

十
一
時
二
分
、
長
崎
は

摂
氏
三
千
度
を
超
え
る
熱
線
、
秒
速
五
〇
〇
米
の
爆

風
、
炎
う
ず
ま
く
地
獄
の
中
に
、
人
も
家
も
焼
き
つ

く
さ
れ
ま
し
た
。

あ
の
日
、
多
く
の
建
設
労
働
者
職
人
は
、
徴
用
で

狩
り
出
さ
れ
、
街
の
強
制
疎
開
の
建
物
撤
去
作
業
や

魚
雷
艇
づ
く
り
な
ど
に
強
制
就
労
さ
せ
ら
れ
る
な
か

で
、
尊
い
生
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

あ
の
苦
し
み
、
あ
の
怒
り
、
あ
の
悲
し
み
を
私
達

は
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

世
界
の
い
か
な
る
国
の
い
か
な
る
人
類
の
上
に
も
二

度
と
繰
り
返
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
四
十
三
年
、
今
こ
こ
に
全
国
の
建
設
労
働
者

職
人
の
総
意
に
よ
り
、
原
爆
殉
難
者
を
慰
霊
し
、
平

和
と
核
廃
絶
の
た
め
闘
う
証
と
し
て
、
不
戦
平
和
の

塔
を
建
立
い
た
し
ま
し
た

御
魂
よ
、
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
三
年
八
月
八
日

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

全建総連・広島建労共催

広島原爆慰霊祭

平和への祈りを込め献納された折鶴

各々が作った万灯を手に
川辺に訪れる地域の方々

毎月1回15日発行 2018年（平成30年）9月15日発行建 設 長 崎第639号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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西
彼
支
部

諫
早
支
部

大
浦
支
部

中
央
支
部

浦
上
西
・
東
支
部

〜
初
出
場
な
が
ら
、
見
事
に
優
勝
‼

西
彼
支
部
で
は
、
去
る
八
月

五
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
長
与
町

ペ
ー
ロ
ン
大
会
に
初
出
場
し
、

強
豪
チ
ー
ム
の
裕
翔
（
西
そ
の

ぎ
商
工
会
青
年
部
）、
長
崎
大

学
、
長
与
町
役
場
な
ど
を
お
さ

え
て
見
事
優
勝
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

暑
さ
の
中
、
仕
事
の
後
の
練

習
に
耐
え
抜
き
、
西
彼
支
部
の

長
与
・
時
津
・
琴
海
の
各
分
会

の
若
者
た
ち
が
職
人
魂
を
一
本

の
櫂
に
込
め
、
一
丸
と
な
っ
て

船
を
漕
い
だ
結
果
の
初
出
場
・

初
優
勝
で
し
た
。

特
に
、
昨
年
、
県
の
ペ
ー
ロ

ン
大
会
に
長
与
チ
ー
ム
の
主
将

と
し
て
出
場
し
た
西
彼
支
部
組

合
員
の
有
川
祐
太
君
が
各
種
団

体
の
誘
い
を
断
り
、
建
設
長

崎
・
西
彼
支
部
チ
ー
ム
一
本
で

出
場
し
て
く
れ
た
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
回
、
出
場
の
際
に
必
要
と

な
っ
た
費
用
は
、
歴
代
の
本
部

役
員
の
皆
様
、
西
彼
支
部
役
員
、

組
合
員
の
有
志
の
皆
様
や
、
今

回
の
趣
旨
に
ご
賛
同
頂
き
ま
し

た
地
域
の
協
力
店
の
皆
様
の
寄

付
金
で
対
応
さ
せ
て
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

組
合
員
の
方
々
へ
活
力
の
一

助
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

い
か
と
思
い
ま
す
。

（
尾
﨑
光
生
）

〜
明
治
維
新
を
満
喫
し
た
二
日
間
〜

明
け
方
ま
で
の
豪
雨
と
大
型

台
風
の
進
路
を
気
に
し
な
が
ら

九
月
二
日
㈰
、
支
部
旅
行
を
開

催
。
今
年
は
例
年
よ
り
若
干
日

程
を
繰
り
上
げ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
ギ
リ
ギ
リ
大
型

バ
ス
一
台
に
乗
り
切
れ
る
参
加

者
（
三
十
九
名
）
が
集
ま
り
ま

し
た
。

行
き
先
は
、
今
年
「
明
治
維

新
一
五
〇
年
」
で
大
河
ド
ラ
マ

の
ロ
ケ
地
鹿
児
島
と
あ
っ
て
長

い
道
中
と
な
り
ま
し
た
が
、
車

内
は
い
つ
も
以
上
に
お
酒
が
進

み
楽
し
く
賑
や
か
な
移
動
と
な

り
ま
し
た
。
お
昼
過
ぎ
鹿
児
島

へ
到
着
。
最
初
の
見
学
地
で
あ

る
仙
巌
園
へ
。
万
治
元
年
（
一

六
五
八
年
）
に
十
九
代
島
津
久

光
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
別
邸
は

桜
島
を
築
山
に
、
錦
江
湾
を
池

に
見
立
て
た
広
大
な
庭
園
で
見

事
で
し
た
。
次
に
維
新
ふ
る
さ

と
館
で
は
明
治
維
新
ま
で
の
道

の
り
を
ド
ラ
マ
で
学
習
し
、
ホ

テ
ル
へ
。

二
日
目
、
昨
日
の
疲
れ
を
残

し
つ
つ
、
西
郷
ど
ん
・
大
河
ド

ラ
マ
館
へ
。
早
速
、
西
郷
ど
ん

に
寄
せ
た
極
太
眉
毛
の
明
る
い

店
員
さ
ん
に
目
を
つ
け
ら
れ
た

数
名
が
眉
毛
シ
ー
ル
を
貼
ら
れ

笑
顔
で
記
念
撮
影
。
館
内
で
は

ド
ラ
マ
の
セ
ッ
ト
や
衣
装
な
ど

「
西
郷
ど
ん
」
の
世
界
感
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最

後
、
十
数
年
ぶ
り
の
見
学
と
な

る
森
岡
城
へ
。
大
き
な
柱
の
仕

入
れ
先
や
組
み
方
等
を
訪
ね
な

が
ら
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し

た
。今

回
は
道
中
が
長
く
少
し
多

め
の
ト
イ
レ
休
憩
も
あ
り
、
帰

省
時
間
が
予
定
よ
り
若
干
遅
く

な
り
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
の

世
界
感
を
満
喫
し
た
二
日
間
で

し
た
。

〜
酷
暑
の
中
、
一
〇
一
本
の
包
丁
を
研
ぎ
あ
げ
る
〜

八
月
十
八
日
㈯
の
正
午
か
ら
、

戸
町
夏
祭
り
の
協
賛
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
戸
町
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

会
場
の
準
備
が
終
了
後
、
北

村
支
部
長
か
ら
、「
土
曜
日
の

お
忙
し
い
中
に
参
加
頂
い
た
こ

と
、
暑
い
中
で
の
作
業
に
対
し

て
、
十
分
に
水
分
を
取
っ
て
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
て
頂
く
よ
う
に
」
と
の
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
十
六
名
の

参
加
者
全
員
で
昼
食
を
取
り
、

真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
会

場
で
、「
無
料
包
丁
と
ぎ
」
を

行
い
ま
し
た
。

受
付
開
始
の
十
二
時
前
に
は
、

お
客
さ
ん
が
早
速
お
目
見
え
、

そ
の
後
も
お
客
さ
ん
の
出
足
は

ま
ず
ま
ず
で
、
あ
ら
研
ぎ
担
当

と
仕
上
げ
研
ぎ
担
当
を
分
担
し
、

効
率
よ
く
一
〇
一
本
の
包
丁
を

見
事
に
研
ぎ
あ
げ
て
い
き
ま
し

た
。時

折
そ
よ
ぐ
程
度
の
風
も
あ

り
ま
し
た
が
、酷
暑
の
中
、「
奉

仕
活
動
」
と
い
う
形
で
地
域
の

方
々
に
建
設
長
崎
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

－

西
山
分
会－

〜
ス
ノ
コ
販
売

大
好
評
〜

九
月
二
日
㈰
西
山
分
会
で
は

西
山
公
民
館
を
お
借
り
し
て
住

宅
デ
ー
を
開
催
。
前
日
の
悪
天

候
が
嘘
の
よ
う
に
青
空
が
広
が

る
快
晴
と
な
り
絶
好
の
住
宅

デ
ー
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
組

合
員
・
主
婦
会
十
四
名
の
方
に

参
加
頂
き
、
無
料
の
包
丁
研
ぎ
、

ま
な
板
削
り
、
ま
た
ス
ノ
コ
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
住
宅
デ
ー
開
催
前
に

は
、
分
会
長
に
ご
協
力
頂
き
、

自
治
会
の
回
覧
板
に
チ
ラ
シ
を

掲
載
さ
せ
て
頂
い
て
の
開
催
で

し
た
。
そ
の
効
果
か
、
受
付
開

始
と
同
時
に
地
域
の
方
が
来
ら

れ
、
組
合
さ
ん
も
待
っ
て
い
ま

し
た
と
ば
か
り
に
、
持
ち
込
ま

れ
た
包
丁
や
ま
な
板
を
新
品
の

よ
う
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

ス
ノ
コ
販
売
で
は
、
大
き
さ
や
、

板
の
幅
な
ど
お
客
さ
ん
の
要
望

に
出
来
る
だ
け
応
じ
な
が
ら
、

手
際
よ
く
作
り
上
げ
て
い
き
、

購
入
さ
れ
た
お
客
さ
ん
も
大
変

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

お
盆
を
過
ぎ
若
干
暑
さ
も
和

ら
い
だ
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
暑

い
中
で
の
作
業
で
し
た
が
、
自

治
会
の
方
が
冷
た
い
麦
茶
な
ど

の
飲
み
物
を
ご
準
備
し
て
く
だ

さ
り
、
会
場
に
訪
れ
た
お
客
さ

ん
と
、
組
合
さ
ん
達
の
喉
を
潤

し
て
く
れ
ま
し
た
。

－

主
婦
会－

〜
捏
ね
て
♪
捏
ね
て
♪

饅
頭
作
り
で
皆
笑
顔
〜

浦
上
西
・
東
支
部
主
婦
会
は
、

八
月
一
日
に
饅
頭
作
り
を
九
人

の
メ
ン
バ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

外
は
ぎ
ら
ぎ
ら
と
太
陽
が
照

り
返
す
中
、
朝
九
時
か
ら
エ
プ

ロ
ン
姿
の
お
姉
さ
ん
が
、
腕
を

た
く
し
あ
げ
「
捏
ね
て
♪
捏
ね

て
♪
ま
た
捏
ね
て
♪
♪
」
生
地

が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
捏
ね
あ

げ
る
。
鼻
歌
（
唄
）
を
ま
じ
え

な
い
と
や
っ
て
ら
れ
な
い
。

こ
の
効
果
が
出
た
の
が
ふ
っ

く
ら
ふ
わ
ー
っ
と
つ
や
つ
や
し

た
�
赤
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
ぺ
み
た

い
な
饅
頭
�「
今
年
は
例
年
に

な
い
よ
う
な
出
来
ば
え
よ
ね
ー

‼
」「
押
し
た
ら
バ
ウ
ン
ド
す

る
よ
‼
」「
孫
に
早
く
食
べ
さ

せ
た
い
ね
ー
‼
」
ｅ
ｔ
ｃ
。
も

う
饅
頭
作
り
の
名
人
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
あ
ま
り
ほ

め
て
い
た
ら
最
後
の
捏
ね
の
粉

に
牛
乳
の
温
度
が
少
し
高
か
っ

た
の
か
イ
ー
ス
ト
が
ふ
く
ら
ま

ず
…
。
良
い
経
験
だ
っ
た
。
失

敗
は
成
功
の
も
と
だ
‼
か
ら
の

葉
を
い
つ
も
暑
い
中
何
百
枚
も

取
っ
て
来
て
下
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ん
こ
を
い

つ
も
練
っ
て
来
て
下
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
い
し

い
漬
物
を
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い

と
作
り
立
て
の
饅
頭
を
ほ
お
ば

り
、
持
ち
寄
っ
た
お
か
ず
に
皆

笑
顔
、
笑
顔
で
饅
頭
作
り
を
今

年
も
お
終
え
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

（
山
形
マ
ス
子
）

《
参
加
者
》

本
多

常
秋

福
田

修

西
村

忠
光

山
﨑

増
雄

内
野

幸
雄

石
橋

廣
喜

大
石

直

田
森

勝

坂
口

忠
義

山
下

廣
造

馬
場

秀
行

太
田

俊
一

馬
場
ヒ
ロ
子

内
野

計
子

《
参
加
者
》
敬
称
略

北
村

五
男

平
山

正
則

鳥
田

時
治

田
上

義
高

小
野

義
龍

工
藤

是
正

北

学

松
尾

哲
夫

松
山

力
男

春
尾

末
吉

竹
崎

初
男

小
淵

禮
子

鳥
田

愛
子

山
下
キ
ミ
エ

北
村
す
み
子

松
本
の
ぶ
よ

舩
津
委
員
長

石
田
書
記
長

▲選手に応援者に感謝

ペペーーロロンン大大会会 iinn 長長与与町町

戸町夏祭り協賛 住宅デー

▲夏まつりで建設長崎をアピール

▲浦上西・東支部のエプロン姿のお姉さん達

旅旅行行会会

▲西郷どん 大河ドラマ館にて

▲一本一本丁寧に

▲お客さんの要望に応じながら作成

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第638号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）8月15日発行


	kensetsu9_P1-3
	kensetsu9_P4

